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〈提要〉

 本论文继近年笔者对汉字符号理论中的基本概念——汉字的理论值（“汉字单位”）的思考

做了进一步分析讨论，尝试提出“绝对汉字”这一新术语,以图有效地描述符号学意义上的理论

汉字概念。“绝对”一词，在此相当于“概括的”和“抽象的”，且“超越”特定字体字形。本

文在重新厘定了汉字的“字体（字形）”“编码符号”等一些并不经常被电脑终端用户之汉字使

用者所领悟的词语之后，力求还原汉字的科学原理和符号本质。同时确认统一码的编码原则声明

其编码对象是“字符”(Characters)而非“字形”(Glyphs)。本文介绍了曾经在汉字编码第一线

工作的日本学者对汉字世俗观念保持独立思维的有益探索。主张若要实现全球当代汉字无障碍通

讯，优先课题是建立现代汉字理论值，即“绝对汉字”的全球规范，实现跨国家跨地区的“汉字

同步”，而不是在纯文本层面兑现仅可能是“视觉方言”的汉字笔划形体诉求。
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二，デジタル文字の本質：｢筆跡｣という文字の形状値の喪失
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四，漢字体系の記号論的最小単位は｢絶対漢字｣である
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13）

五，デジタル情報化時代の主役｢絶対漢字｣は，｢符号｣であり｢字形｣ではない

General Structure」

Characters,  not glyphs ：The Unicode Standard encodes characters, not glyphs.14)
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R2  Noncognate Rule. In general, if two ideographs are unrelated in historical derivation 
(noncognate characters), then they are not unified. 

20)

R2

R1 （Source Separation Rule）
21)

R1 戸 戶 户

Unicode (pivot)

Unicode Unicode

Unicode
22)

六，漢字の｢符号｣本質に気付いた人たち
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NHK

29）

注

1) 本論文は筆者が2011年から漢字記号や漢字コード問題について書いてきた一連の考察のワンステップ

である。その間，小林龍生，安岡孝一ほかより貴重なご教示をいただき，この場で謝意を表わしたい。本

論文に関するご意見は，京都外国語大学国際言語平和研究所までお寄せ下さい。

2) 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）公開サイト( http://mojikiban.ipa.go.jp/4141.html ) を参照。

3) 「縮退マップ利用ガイド」（上記 IPA 公開サイト, 2015年3月31日） p.1。
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4) 情報共有基盤推進委員会2016年度第5回情報共有基盤推進委員会公開資料，独立行政法人情報処

理推進機構公開サイト( http://opendata.ipa.go.jp/node/20170302/index.html）を参照。

5) 「第２２回新戦略推進専門調査会電子行政分科会」配付資料。首相官邸ホームページ（ht tp: / /

www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon_bunka/densi/dai22/gijisidai.html）

6) 井出一仁（2017)。

7) 明治書院『漢字百科大事典』，p.21，p.27，p.28 を参照。

8) 明治書院『漢字百科大事典』，p.13。
9) 文化庁 『常用漢字表の字体・字形に関する指針 文化審議会国語分科会報告 (2016年2月29日)』 p.7を

参照。

10) 「繁体字」は本来中国本土の簡略字体の旧字形を指すが，ここでは台湾香港などの標準漢字を指す一

般的な習慣に従った。

11) 丸山圭三郎(2013)， p.55。
12) 丸山圭三郎(2013)， pp.53-54。
13) 朱一星(2011) を参照。

14)  2.2 Unicode Design Principles, The Unicode® Standard Version 9.0.0, p.14。
15)  ケン・ランデー(2002), p.17。
16)  ケン・ランデー(2002), pp.17-18。
17)  ケン・ランデー(2002), p.121。
18)  ケン・ランデー(2002), p.123。
19)  ケン・ランデー(2002), p.122。 

20)  18.1 Han より。(The Unicode® Standard Version 9.0.0,  p.680 )。 

21)  小池建夫 (1993)，宮澤彰 (1992)， 松岡栄志 (2010) を参照。 

22)  トニー・グラハム(2001), p.106。

23)  小林龍生 (1998), p.218，小林龍生 (2011),  pp.94-95。
24)  小林龍生 (2011), p.224。
25) IVS（異体字セレクタ）については，小形克宏(2009) に参照されたい。より正確な情報はUnicode協会

HP(Unicode Ideographic Variation Database http://www.unicode.org/reports/index.html)にある。

26)  野村雅昭 (1988), p.209。
27)  野村雅昭 (1988), p.210。
28) 1=n問題とは，CJK漢字の中，伝統的に別漢字（非異体字関係）の記号論的対立を解消（中和）する規範

措置を指す。広義的にはCJK漢字の中で異体字関係認定の異同も含む。日本常用漢字の弁[=辯/辨/

瓣/(辦)]，台[=台/薹]；中国本土規範漢字の机[=机/機]，后[=后/後]など，数百組あると考えられる。

29) NHK番組 「漢字誕生 王朝交代の秘密」 (NHKスペシャル「中国文明の謎」 第２集 2012年11月11日 初

回放送)。
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